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本会第4期のス ター トにあたっ て

　去る2月12H ，鹿児島県内之浦町の鹿児島宇宙空間観測所か ら新型 ロ ケ ッ トM −V 型 1号機

が打ち上 げられ，電波天文衛星 『は るか （ミュ
ーゼ ス B ）』が予 定の 軌道に乗 っ た．M −V 型

1号機の 開発成功に よ り， 引き続 くLunar　A 計画の 準備に も弾みがつ い たに違 い ない ．他方，

宇宙科学研究所 と宇宙開発事業団が協力 して H −U 型 ロ ケ ッ トを用 い た大型月探査計画も昨

年度ス ター トした．よ り大きな探査機 を，よ り遠 く ，
よ り頻繁に打ち上 げる こ とが で きる

時代に入 っ たわけで
， 惑星探査 ， 深宇宙探査に関心あ る者に とっ て は，厂時代が ユ段 ス テ ッ

プア ッ プした」との 思い で
， 感慨深 い ．

　しか しよ くよ く考えて みる と， M −V型 1号機打ち上げが成功 し，
　 H』 型 ロ ケ ッ トの 月探

査利用の 道が 開か れ た と して も，た だ そ れ だ けで 惑星科学 と して の 『時代」が ス テ ッ プア

ッ プ した と思 うの は早計か も しれ ない ．惑星探査に利用で きる 『探査用ツ
ー

ル亅が ス テ ッ

プア ッ プ しただけで あ り ， それ に よ っ て す ぐに高 い レ ベ ル の探査が で きるわ けで は ない ．

既 に惑星探査 の 『科学 目標』が ス テ ッ プア ッ プ して い る こ とを考えねばな らない ．探査機

を送 りさえすれば新発 見に つ なが っ た 『探検の 時代』は とっ くに終わ っ て い る．よ り本質

的な科学的目標の下 に計画 され
， その 探査 に よ っ て 太陽系及び系内諸天体の 起源 と進化 に

関する新た な知見が もた ら され る よ うな ， 科学的価値 の 高い 探査 が求め られ て い る ．

　惑星科学は 理論 ， 実験 ，探査の 3 つ の 柱に よっ て 支え られ て い る 、こ れ ら 3 本柱が 密接

に協力 しつ つ ，全体 と して惑星科学 の 『究極 目標』にせ まる必要がある．い ずれかの柱 だけ

が単独で突出 して み て も，究極目標に到達する こ とは で きな い ．我が国の 『探査用 ッ
ー

ル 』

が ス テ ッ プア ッ プ した今 ， 求め られ て い る こ とは 『惑星科学その もの』の ス テ ッ プア ッ プ

で ある．それ な くしては ，ツ
ー

ル の ス テ ッ プア ッ プに見合 う惑星探査 もで きない だろ う．

　本会は設立以来 5年 を経，今年か ら第 4 期に 入 っ た． まだ まだ不十分 とは い え， 学会組

織 と して
，

また学会運営 として
一

応形 は整 っ て きた．こ れか らは 『惑星科学そ の もの』 を

ス テ ッ プア ッ プする こ とが大 きな目標に なる．第4 期の 始 ま りに 当た っ て
， 本会の 若返 り

をめ ざし， 多くの 若い 会員の 方々 に各種専門委員会委員な ど
， 本会の 舵取 りをお願い する

こ と に した．我が 国の 惑星科学分野 は まだまだそこが浅 く， 必ず しも世界を リー ドする状

況に は ない ．会員の方 々
， 特 に若い 会員の 方 々 の 一

層の 奮闘を期待 した い ．

中澤　清（第 4期会長）
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